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令和５年第１０回平川市教育委員会会議録（概要）

１ 開催日時 令和５年１２月２６日（火）午後２時

２ 閉会日時 令和５年１２月２６日（火）午後３時４５分

３ 場 所 平川市役所本庁舎 委員会室２

４ 出 席 者 （教 育 長）須々田孝聖

（１番委員）清藤文仁（３番委員）加藤恒有

（４番委員）中嶋静賢（５番委員）葛西万博

５ 欠 席 者 （２番委員）工藤泰子

６ 署 名 者 （４番委員）中嶋静賢（５番委員）葛西万博

７ 説 明 者 一戸事務局長、髙阪学校教育課長、工藤指導課長、

後藤生涯学習課長、赤平スポーツ課長兼学校給食センター所長

８ 会議録作成者 葛西学校教育課長補佐、佐々木学校教育課主事

９ 議事

（１）臨時代理の報告

報告第１７号 平川市運動施設条例の一部を改正する条例案

報告第１８号 令和５年度教育費等１２月補正予算について

（２）議案

議案第２０号 令和５年度平川市教育委員会被表彰者の決定について

議案第２１号 平川市運動施設条例施行規則の一部を改正する規則案

１０ 各課からの報告

（１）日程等

（２）令和６年平川市教育委員会開催日程（案）について

（３）その他
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１１ 会議の大要

午後２時に教育長が開会を宣言する。会期を１日とし、会議録署名委員を前

項６のとおり指名する。臨時代理の報告２件、議案２件を審議した。

１２ 会議の状況

教育長

スポーツ課長

これより令和５年第１０回平川市教育委員会を開会いたしま

す。

案件の説明者は教育委員会事務局長、及び各課長にお願いしま

す。

会議録記録者には学校教育課の葛西補佐、佐々木主事にお願い

します。

委員及び説明者は、発言する際には挙手の上、議長の許可を得

てから発言されますようお願いいたします。

日程第２、会議録署名委員の決定について議題とします。

会議規則第２３条に基づき、本委員会の会議録署名者は、４番

中嶋委員、５番葛西委員を指名します。

日程第３、会期の決定について議題とします。本定例会の会期

は、本日１日としたいと思いますが、異議ありませんか。

（異議なし）

異議なしと認め、本定例会の会期は、本日１日と決しました。

日程第４、教育長報告に入ります。

（教育長報告の要旨を説明）

教育長報告について、質問はありませんか。（一同なし）

それでは日程第５、議事に入ります。今回は、臨時代理の報告

が２件、議案が２件となっております。はじめに、報告第１７

号 平川市運動施設条例の一部を改正する条例案について、ス

ポーツ課長に案件の説明を求めます。

平賀体育館は昭和５０年に建設され、建設から４８年が経過し

ております。平成１５年に旧平賀町で耐震診断を実施し基準を

満たしていましたので供用を継続しておりました。前回の診断

から１８年経過し、経年劣化が進行していること、診断基準の

改訂、設備の老朽化が進んでいることを受け、今後の使用につ

いて安全性を確認するため令和４年度に改めて耐震診断を実施

しました。その結果コンクリートの欠損や鉄筋の露出など劣化



- 3 -

教育長

学校教育課長

度合いの進行が見られ耐震性に疑問があるという評価となった

ため建物の安全が確保できないものと判断し、令和４年１２月

６日から臨時休館としました。平川市公共施設個別管理計画に

おいて平賀体育館は、老朽化等で大規模な改修が必要と判断さ

れた場合は解体を前提に跡地利用のあり方を検討するとしてい

ます。今回実施した耐震診断の報告によりますと耐震補強費用

は概算で約１億２千万円の多額の費用が見込まれますが、耐震

補強を行ったとしても建物の耐用年数を延命する措置ではない

ことから耐震改修を行わず、計画のとおり解体を前提に跡地利

用を検討する方針としたところです。関係機関及び関係課との

協議が整いましたので令和５年第４回市議会定例会に条例案を

提出し令和５年１２月１９日に議決されました。

ただいまの説明に対して、質問ありますか。（一同なし）ない

ようですので、報告第１７号は承認することとします。続い

て、報告第１８号 令和５年度教育費等１２月補正予算につい

各課長に案件の説明を求めます。

令和６年度に実施する公共施設の維持管理業務の契約は、本来

であれば３月に市議会で当初予算が可決されたのちでないと契

約行為ができないのですが、１２月議会において前もって令和

６年度の施設維持管理に係る経費について債務負担行為を設定

することで早めに契約事務を進めることができるということで

４月から管理業務を実施するために債務負担行為を設定したも

のです。公共施設の維持管理業務の内容は小学校管理費、中学

校管理費の電気保安管理業務や貯水槽維持管理業務などになり

ます。文化センター費につきましては、施設常駐委託料などと

なっております。総合運動施設につきましては、松崎と大坊の

河川広場の清掃や浄化槽維持管理費用となっております。続い

てスクールバス運行業務につきましては、令和６年度のスクー

ルバス運行に要する経費ということで小国から竹館小学校、広

船から平賀東小学校、古懸・久吉地区から碇ヶ関小学校へのス

クールバスに係る経費について債務負担行為を設定したもので

す。次に歳入の主なものですが、市内の企業から学校図書に対

する寄附金ということで２０万円の寄附がありましたので予算

計上しております。歳出に備品購入費として小学校教育振興費
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給食センター

所長

教育長

３万５千円、中学校教育振興費に７万５千円、図書館費として

平賀図書館、尾上図書館、碇ヶ関公民館へそれぞれ３万円の計

９万円が記載されておりますが、その内訳となっております。

歳入に戻りまして、教育債の平賀西中学校冷房設備設置事業に

つきましては、来年度平賀西中学校の１年生が４クラスになる

見込みとなっており、その教室への冷房設置事業を行っており

財源となる起債の補正予算となっております。歳出に戻りまし

て文化センター費に６８３万３千円とありますが、燃料費とし

まして暖房の灯油代、光熱水費等としまして電気代、その他消

耗品費や施設の修繕料なども計上しております。続いて、小学

校教育振興費４４７万７千円の備品購入費ですが、市内小中学

校の教師用教科書、指導書、デジタル教科書の費用となりま

す。教科書は４年に１度改訂となるのですが、令和６年度が小

学校の教科書改訂年度となっており、令和６年４月から使用で

きるように今年度の予算で計上しておりましたが不足が見込ま

れたため追加で補正したものです。

令和６年度初めから業務開始となる委託業務に係るゼロ債務負

担行為設定についてです。業務は、公共施設の電気保安管理保

守業務、廃棄物処理業務の２つです。歳入の主なものにつきま

しては、歳出の増に伴う一般会計からの繰入金２１５万７千円

の増です。歳出の主なものにつきましては、光熱水費で主に電

気料金の増額によるものです。令和４年度よりも冷房切り替え

を８日早く５月１０日に行ったこと、大型温水器の故障により

例年よりも多くのお湯を沸かす頻度が高かったこと、猛暑によ

りエアコン稼働時間が多かったことなどが電力使用量が増えた

要因と考えられます。その結果４月から９月までの累計使用量

が前年度と比較し７．３％の増となり１０月以降の電気料金を

試算すると２２６万７千円の不足が見込まれました。一方、上

下水道料金につきましては１８万円程度の不用額が見込まれま

すので光熱水費全体では不足額２０８万６千円となり補正要求

したものです。

ただいまの説明に対して、質問ありますか。（一同なし）ない

ようですので、報告第１８号は承認することとします。次に、

議事に入ります。議案第２０号 令和５年度平川市教育委員会
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事務局長

学校教育課長

教育長

事務局長

スポーツ課長

被表彰者の決定について議題とします。事務局長に、提案理由

と案件の説明を求めます。

（議案第２０号 令和５年度平川市教育委員会被表彰者の決定

について説明。）詳細につきましては、学校教育課長より説明

させます。

平川市教育委員会表彰規則に基づき表彰するものについて、１

２月１８日に表彰候補者選定委員会を開催し審議・選考した結

果を、本教育委員会へ上申するものです。選定委員会における

審議・選考の結果、功労表彰では１名、スポーツ表彰では１６

４名、文化奨励表彰では５名が対象者となっております。いず

れの対象者も、平川市教育委員会表彰規則並びに表彰規則の運

用要綱に基づいて事務局が審査し表彰対象とした方々で、選定

委員会においても表彰対象として了承を得たところです。総表

彰者数は１７０人で、昨年の１８０人に比べ１０人の減となっ

ております。表彰の対象となった事績事項等につきましては、

資料に記載したとおりとなっております。なお、表彰式につき

ましては、令和６年２月１０日に、文化センターにおいて例年

同様に市の表彰との同日開催を予定しております。

ただいまの説明に対して、質問ありませんか。（一同なし）な

いようですので、議案第２０号については、原案どおり承認す

ることとします。続いて、議案第２１号 平川市運動施設条例

施行規則の一部を改正する規則案について議題とします。事務

局長に提案理由と案件の説明を求めます。

（議案第２１号 平川市運動施設条例施行規則の一部を改正す

る規則案について説明。）詳細につきましては、スポーツ課長

より説明させます。

条例改正に伴う規則の改正の内容は、別表及び様式第３号から

「平賀体育館」を削るものです。電気使用料、暖房料、設備使

用料など附属設備等の使用料について定めている別表から平賀

体育館を削り、平川市運動施設使用料減免申請書の利用施設欄

からも平賀体育館を削ります。
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教育長

中嶋委員

清藤委員

指導課長

教育長

学校教育課長

教育長

学校教育課長

ただいまの説明に対して、質問ありませんか。（一同なし）な

いようですので、議案第２１号については、原案どおり承認す

ることとします。次に、日程６、各課からの報告に入ります。

まずは、学校教育課の報告について質問はありませんか。（一

同なし）ないようですので、続いて、指導課の報告について質

問ありませんか。

いじめについて、１件１件、一人ひとりに声掛けしていただ

き、今後とも、学級担任のみならず管理職も含めて丁寧に対応

にあたっていただければと思います。

年々、特別支援学級数や特別支援学級在籍児童生徒数が増えて

いるようですが、これは現場で子どもたち一人ひとりの特性を

把握し、理解に努めてきた結果なのでしょうか。

委員が話された理由に加えて、特別支援学級にて個別対応する

良さや、特別支援学級への保護者の理解が深まっていることな

ども増加の理由ではないかと考えます。

他に何かありませんか。（一同なし）続いて、生涯学習課・図

書館からの報告について質問はありませんか。（一同なし）な

いようですので、続いて、スポーツ課の日程について質問はあ

りませんか。（一同なし）ないようですので、続いて、給食セ

ンターの日程について、質問はありませんか。（一同なし）各

課からの日程報告について終わります。次に、（２）令和６年

平川市教育委員会開催日程（案）について学校教育課長から説

明をお願いします。

（令和６年平川市教育委員会開催日程（案）について説明。）

ただいまの説明に対して、質問ありませんか。（一同なし）そ

れでは、（３）その他 ということで教育委員含め皆様から何

かありませんか。

（平川市立小中学校適正配置計画（案）について説明。）
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清藤委員

学校教育課長

指導課長

中嶋委員

指導課長

中嶋委員

指導課長

アンケートをとって進めていくということですが、先ずアンケ

ートとなると、反対意見の方が多いのでしょうか。

保護者からは反対意見は少ないです。人数が少ない分先生たち

に目をかけてもらえますが、活動に制限があるのでできるだけ

早く統合してほしいという意見があります。アンケートではな

いのですが、統合について地域の方に説明すると、歴史のある

学校がなくなることは寂しいといった意見があります。賛成の

意見が多かったということで検討委員会でも統合が適性である

とされました。

（教育委員会としての卒業式の告辞、入学式の祝辞の廃止を検

討していることについて説明。）

告辞、祝辞を廃止するかどうかは、事務局で検討すべきことで

はないでしょうか。

委員の皆様から意見を聞き、提案するために、現段階では廃止

を検討していますというお知らせになります。

内容を充実させながらの学校行事の縮小、学校運営の簡素化に

より働き方改革等進めていくことは必要なことですが、兵庫県

小野市教育委員会の取組を例として、いきなり当市でも告辞、

祝辞を廃止するというのはあまりにも議論が荒っぽいように感

じます。本市では、告辞、祝辞を述べメッセージを大切にして

きた経緯があります。

卒業式において真に必要なメッセージは、校長先生から子ども

たちへのメッセージであり、それを見守るのが市町村教育委員

会の立場であります。学校現場では様々なものを削り、教育的

効果が得られるものを精査して子どもたちと向き合っている状

況です。教育委員会としても学校へ働き方改革を求めている中

で、卒業式の日程等を考えると、このタイミングでまずは教育

委員の皆様に式典において教育委員会からの言葉が本当に必要

であるか考えていることをお伝えしたく話題に上げました。告
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中嶋委員

教育長

清藤委員

中嶋委員

教育長

辞、祝辞を述べることが規則や法令で定められているわけでは

なく、慣例として行われているもののようです。実際、学校で

は告辞、祝辞に合わせて起立や礼のタイミングを練習してお

り、少しでもそういった負担を軽減し、その分、在校生から卒

業生へのメッセージを厚くするなどの工夫ができると思いま

す。学校にはそういった提案をしていきたいというのが今回の

趣旨になります。

政令指定都市等、学校数が多いところでは告辞、祝辞について

「しおりに掲載しておりますのでご覧ください」といった形を

とっているところもあります。しかし、本市においては校数も

多くはなく、しかも今後、学校再編のこともあり校数が減って

いくことが予想されます。また今年度、学校訪問も前期・後期

の２回から前期１回のみと回数が減っております。式典では教

育委員会として児童生徒の皆さんに直接お祝いや励ましのでき

るせっかくのいい機会となります。本市の規模において、今、

本当に告辞、祝辞を廃止する必要があるのかを充分に検討して

いく必要があると考えます。

告辞、祝辞を廃止するかどうか急いで決めるものではなく、今

回はこういう先進的な取組がありますと例をお示ししたまでで

す。教育委員会として告辞を述べますというのを学校が受け入

れているというのが慣例です。様々なご意見があると思われま

すので、他の委員の皆様から何かありませんか。

告辞、祝辞を廃止する、しないではなく、内容を組み替えたり

再構築したりこれからの時代の卒業式を考えるいい機会だと思

って取り組んでいけば良いと思います。

令和５年度の学校訪問は前期のみでしたが、その後の学校運営

の状況がどうなっているのかお知らせください。

学校側としては、教育委員の訪問の他に、教育民生常任委員、

民生委員等、思った以上に学校への訪問があります。３学期に

なると思いますが、１年間を振り返ってもらい来年度以降どう

すればいいか、学校訪問を２回へ復活させればよいかどうか等
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中嶋委員

教育長

指導課長

中嶋委員

指導課長

中嶋委員

教育長

探っていければと思っております。

指導の方針等重点の項目に関する評価を各学校で作成して提出

があると思いますが、各校ごとに簡単に、特色ある取り組み、

今年度の実践から成果や課題等について報告いただけたらと思

います。

学校訪問に関わらず、各校を取り巻く環境等含めてこれから学

校へ意見を聞く予定です。

各校の様子や課題を簡単にまとめることは難しいです。学校評

価を取りまとめて平川市の学校の全体的な特徴、課題等をお示

ししますので、学校訪問等へ活かしていただければと思いま

す。

行事調整会議が開催されたと思いますが、次年度の年間行事予

定案の段階で構いませんので提供いただけたらと思います。

南地方の行事調整会議が行われ、１月に入りましたら中南管内

の行事調整会議が行われます。それを受けて１月末から２月初

めにかけて中南教育事務所より、素案が示されます。それでよ

ければお渡しできますが、そこからさらに動きますので混乱が

生じやすいです。そのため、例年は平川市の決定版を年度末に

お渡ししておりました。必要な委員の方にのみ、参考としてお

渡しすることでいかがでしょうか。

中南教育事務所から示される素案で構いませんので、参考まで

にいただけたらと思います。

他に何かありませんか。（一同なし）本日の日程はすべて終了

となります。１月の定例会についてお知らせします。１月の定

例会は、１月２３日午後２時から委員会室３で開催することと

します。


